
Madhava の著作手法

-Sarvadarsanasamgraha, 第7章 Saivadarsanam

及 び 第8章 Pratyabhijnadarsanam の 場 合-

武 田 耕 道

1. Madhava の Sarvadarsanasarpgraha は, 全16章 よ り構 成 さ れ, 第6章 か ら

第9章 ま で は シ ヴ ァ 教 に 関 す る 諸 派 が 取 扱 わ れ て い る 。 本 稿 で は, こ の うち 第7

章 と第8章 と を 取 挙 げ て, Madhava の 著 作 手 法 な い し著 作 手 順 に つ い て, 先 人

の 研 究 に 頼 りつ つ 考 察 し た い 。

2. E. B. Cowell とA. E. Gough (I-XV)1), Sylvain Levi (VI-VII)2), そ し てP.

Deussen (1-IX)3)等 に よ つ て Sarvadarsanasamgraha は 部 分 訳 さ れ て い る 。 ま た 数

章 を 日本 語 訳 さ れ た 中 村 元 氏 は, Beitrage zur Geistesgeschichte Indiens, Fest-

schrift fur Erich Frauwallner, wien, 1968の 中 に 収 め ら れ た 論 文 Some notes

on the Sarvadarsanasamgraha, pp. 241-251の 中 で, 日 本 語 訳 に つ い て の 詳 し い

目録 と notes と を記 し て い る。

3. E. B. Cowell は 先 に 挙 げ た 英 訳 書 の 序 文 の 中 で, 

In one or two cases (as notably in the Bauddha, and perhaps in the Jaina4)system)

he could only draw his materials second-hand from the discussions in the works of

Brahmanical controversialists; but in the great majority he quotes directly from 

the works of their founders or leading exponents, and he is continually following

in their track even where he does not quote their exact words (p. ix). 

と, 記 し て い る 。 ま た 原 実 氏 は 第6章 Nakulisa-Pasupata-darsanam に つ い て, 

1) E. B. Cowell and A. E. Gough, The Sarvadarsanasamgraha, or Review of the 
 diff rent systems of Hirdu Philosophy by Madhava Acharya, Chowkhamba Sanskrit 
 Series Studies, vol. X, Varanas, 6th ed. 1961. 

2) Sylvain Levi, Deux chapitres de Sarvadarsanasamgraha (Bibliotheque de l'Ecole

 des Hautes Etudes, Sciences religienses, I), pp. 281ff. (Paris, 1889).
3) P. Deussen, Allgemeine Geschichte der Philosophie mit besonderer Berucksi-

chtigung der Religionen, I, 3, pp. 190-344. 

4) cf. Hajime Nakamura, Notes on the third chapter (on Jainism) of the Sarva-

darsanasamgraha (PRATIDANAM, The Hague, 1968, pp. 510-515), 特 にp. 514.
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精 緻 な 研 究 (Minoru Hara: Nakulisa-Pasupata-darsanam, Irido-lranian Journal, vol. II,

1958, pp. 8-32) を 治 こ な い, そ の 中 で 次 め よ うに 書 い て い る 。

Perhaps the chief value of such a work as is here presented lies in the light it 

throws on Madhava's method of composition. It -seems to me likely that what can 

be shown of the "Nakulisa-pasupata-darsana" will be found true of the other cha-

pters of Sarvadarsanasamgraha also. That is, it was Madhava's practice to take two 

or three basic texts of the system, quote a number of their basic definitions word 

for word, summarize a number of secondary doctrines in a manner as close to the 

original as brevity would permit and then embox the whole between an introduc-

tory paragraph and a concluding summary (p. 11). 

そ して, 第6章 において Madhava が 引 用典拠 の基本文献 と した もの は, Pasu-

patasutra に対 す る Kaundinya の 注 釈文献 Pancarthabhasya と Ganakarika に

対 す る注釈文献 Ratnatika とで ある, と言 っている (pp. 8-9)。

Nakulisa-pasupata-darsanam に関 して, 原 実 氏の指摘 された この よ うな Ma-

dhava の 著 作手法は, 第7章 と第8章 にお いて もほぼ 同じで ある。つ ま り, 基本

文献か らその学派に核心的な内容 を字句 どお りに引用 している, とい うことであ

る。 しか しなが ら, 第7章 と第8章 とではその著作手順 に幾分の相違が見 られ る。

この2点 を, Sarvadarsanasarpgraha の本 文 どその依拠 した基本 文 献 と を比較 対

照す る ことによつて考察 したい。

4. 表 〔1〕 の左欄 はSDS第7章 よ り偶順の部分だけを抽 出 した行 数 を, そ し

て右欄 はMTとTPと か らこれ に対応 す る箇所 を示 した もので ある。?印 は対

応箇所 の trace 出来 なかつた ことを示 し, また注釈 の部分 の比較対応は除いた5)。

〔表I〕

5) Madhava 自身 による言葉の入れ替えや語句の異同については, 詳細な比較研究 と

和訳と共に別稿に記 したい。
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5. 第7章 の場合 と同じ く, SDS第8章 から偶頒の部分だけを抽出し, これに対

応する箇所をIPVか ら引用すれば次表 〔II〕となる。

〔表II〕
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6. 表 〔I〕 に よつて, Madhava がSDS第7章 を作成す るに際 して, 基 本文献

として Mrgendratantra と Tattvaprakasa と を 選 び6), 表 〔II〕に よつ てSDS

第8章 を作 成 す る場 合 に は, Abhinavagupta の Isvarapratyabhijna-vimarsini

の み を基本文献 として利用 した ことが明白 となる。

しか しなが ら, 第7章 と第8章 との間には次の よ うな著 作手順 の相違 が見 られ

る。 第8章 においてはIPVか らの引用 は, 表 〔II〕に見 られる ごとく,

で ある。IPV全 体 か らほぼ章節の順序 に従つて引用 して い る。一 方, 第7章 に

おい ては, TPか らの引用はI 5～17で あ り, MTか らの引用 は Vidyapada の

6) Madhava がSDS第7章 を作 成 す る とき, 主 と してMTとTPに 基 づ い て い る

 こと は確 か で あ る。 しか し, この 二 つ の 作 品 に基 づ い た Aghorasivacarya の 著 作,

Mrgendratantra か Tattvaprakasa に 対 す る 注 釈 書 あ るい は Aghorasivapaddhati

 (別 名 Kriyakramadyotika) の い つ れ か 一書 に Madhava が基 づ い た, と考 え られ る

可 能 性 もあ る。 だ か ら, 第7章 につ い て は 第8章 の ご と く基 本 文 献 を確 定 す る こ と は

で き な い。cf. SDS第7章, 11. 133-151; SP, PP. 116-117.
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み に限 られ, しか もその箇所 は表 〔I〕に よつて, 

で ある。Madhava は, MTか ら章節の順序 に従 わず不規則 に引用 して い る。以

上 の比較対照 は偶頒の部分についてであ るが, 注釈 の部分 に関 して も, 第8章 に

お いてはIPVと の対応箇所が容易に見出す ことがで き る7)。 しか し, 第7章 に

ついては対応箇所 を trace す る ことが いささか困難であ り, Madhava の ア レン

ジの程度 が第8章 に比較 して多い よ うに思 われ る8)。

7. 第7章 ではMT, TPの 訴 に Brhaspati, Pauskara, Srimatkarana, Srimatkir-

ana そ し て Srimatsaurabheya 等 の作者 や作品が見 られ, 第8章 で はIPVの 外

に Sivastotravall や stavacintamani 等 か らの引用が見 られ る。 しか し, これ ら

の 引用文 は, 基 本 文献 で あ る Mrgendratantra-vrtti や Isvarapratyabhijnavim-

arsini の 中か ら trace で き る。 つま り, Madhava は これ らの作 品を直 接 に 引用

したのではな くて, 間接にいわ嫁孫引き的にく利用 したものと思われる。

8. SDS第7章, 第8章 に限定すれば, Madhava の著作手法についての特徴 は

次の諸点が考えられる。

a) 基 本 文献を一つか二つに限定 した9)。

b) この基本文献からほとんど字句どお りに引用 した10)。

c) 基本文献以外の作品が引用ぎれていても, これ らは基本文献の 中にすで に

 引用された作晶であるか ら, Madhava はこれ らを間接的に引用 した もの と思

 わ れ る。 だ か ら, SDSの 中 の 引 用 文 献 群 は 直 接 典 拠 の 第 一 次 文 献 (基 本 文 献) 

 7) 例 え ば, SDS第8章11. 12-31は, IPV (vol. I) P. 5 ll. 5-6; P. 611. 1-2; p. 12

 11. 8-10; P; 12l. 12; P. 13 ll. 1-4; P. 13 1.8 P. 14 l1. 1-14; p. 15 ll. 3-9に 対 応

す る。

8) SDS第7章 ll. 21-40 は, MT-vrtti p. 98 ll. 14-19 P. 99 11. 1-2; P. 99 ll 8-16;

p. 102 ll. 12-13; P. 110 ll. 2-8に だ い た い対 応 して い る。

9) しか しな が ら, Madhava の各 darsanam への 関 わ り方 ない し著 作 手 法 は それ ぞれ

 幾 分 ず つ色 合 い が異 な る。 づ ま り引 用 典 拠 と し ての 基本 文献 を容 易 に決 定 で き るda-

rsanam と それ の 困 難 な もの とが あ る。

10) Madhava 自 身 に よ る, 言 葉 の入 れ 替 え や簡 略 化 あ るい は敷 街 が 見 られ る の で必 ず し 
一も文 字 ど お りで あ る と は言 え な い。cf. 今 西順 吉, マ ー ダ ヴ ァ 『全 哲 学 綱 要 』 の 一 考

 察-第 十 四章 『サ ー ン キ ヤ哲 学 』 の 文献 学的 研究 (古 代 学, vol. XII No. 2/3, 1965).

pp. 107-108.
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と間接典拠 としての第二次文献 とか ら構 成され ている。

d). 第7章 におい て, Madhava はMTの Vidyapada の 部 分か らのみ引用 して

お り, Kriyapada, Caryapada そ し て Yogapada か らの一引用は見 られない。 こ

 れ は "darSanam" とい う本書 の主 旨に由来 しているのであろ う。

9. Madhava の Sarvadarsanasarpgraha が, モザ イ ク的な著作手 法に よつて作成

された書物で あ り, ダイ ジェス トであ り, 通 観的研究書11)で あ り, 一種 の 「哲学

概 論」で あ り, あ るいは また御 ま公平 な客観的論述12)を してい る, と言い うるの

}は上述の Madhava の著 作手 法の、3点 (a, b, c) に起 因す ると思 う13)。

略 号

SDS: Sarvadarsanasamgraha, ed. by Vasudev Shastri Abhyankar, Government Ori-

 ental Series class A, No. 4, Bhandarkar Oriental Research Institute, Poona, 

 1915. 

KSTS: Kashmir Series of Texts and Studies. 

MT: Mrgendratantra (Vidyapada and Yogapada), ed. with the vrtti of Naraya-

 nakantha by M. K. Shastri, KSTS, No. 50, Bombay, 1930. 

TP: Tattvaprakasa of Bhojadeva, ed. with the tatparyadipika of, Srikumara by 

T. G. Shastri, Trivandrum Sanskrit Series, No. 68, 1920. 

-, SP: Soma's ambhupaddhati, tr. introd. et notes par Helene Brunner-Lachaux, Pu-

 blications de l'Institut Francais d'Indologie, No. 25, Pondichery, 1963. 

-IPV: Isvarapratyabhijnavimarsinl of Abhinavagupta, vol. I, ed. by M. R. Shastri, 

 KSTS, No. 22, Bombay, 1918; vol. II ed. by M. K. Shastri, KSTS, No. 33, 

 Bombay, 1921. 

SD: Sivadrsti of Somananda, ed. with the vrtti of Utpaladeva by M. Kaul Shas-

 tri, KSTS, No. 54, Srinagar, 1934. 

11) 前 田 専 学, Naray鋤aのKenopanisaddipika(印 度 学 仏教 学 研 究, vol. XX No. 2, 

 1972), pp. 97-98. 

12) 中村 元, イ ン ド思 想 の諸 問 題, 春 秋 社, 1967, p. 254.

13) 各 darsanam の 内容 を一 々検 討 して い け ばジ Madhava の ア レン ジ の程 度 に応 じて, 

正 確 性 を欠 き 全 く的 外 れ の個 所 もあ、る。cf. 今 西 順 吉, op. cit, P. 103. 
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